
第43 回 大会〕

D 99

な

時

測

軌

リ

ル

に

イ

ル

は

め

少

サ

く

目

影

の

方

定

跡

結

だ

前

支

ヒ

上

な

イ

膝

的

響

歩

法

装

果

し

ハ

方

持

一

蹴

体

踏

く

ク

関

歩

福

を

容

置

踏

時

イ

ヘ

点

ル

り

が

み

て

ル

節

ヒ

及

に

女

及

み

(1 ）

に

ヒ

向

に

〉

だ

前

込

す

グ

の

行

岡

ト

ぼ

つ

子

び

込

踏

お

お

連

□

し

傾

み

む

ラ

曲

に

女

関 す る 基 礎 的 研%  ( 第 １ 報 ）

大 家 政　 山 本昭 子

被　服　175

ハ イ ヒ ー ル 着 用 時 の 歩 容 に つ い て

は 裸 足 の 他 様 々 な 履 物 を 用 いて 歩 行 す る が 、 そ れ ら の 履 物 が 歩 行 に ど のよ う

す か を 明 ら か に す る 事 は 履 物 の設 計上 意義 があ る 。 今 回 は 、 ハ イ ヒ ール 着 用

い て 、 裸 足 及 び ロ ーヒ ール 着 用時 と 比 較し な が ら 検 討し て みた 。

学 生10 人 の 裸 足 及 び ロ ーヒ ール ・ ハ イヒ ー ル 着 用 時 の 歩 容 に つ い て 、 床 反 カ

ビ デ オ ・ビ デ オプ リ ン タ_ 等 を 用 い て 、 左 右・ 前 後 ・ 上 下 の 床 反 力 、 重 心 の

み・ 支 持 ・ 蹴 り だ し 時 の 各 作 用 点 の特 徴 等 を 測 定 、 観 察し 、 考 察 し た。

み 込 み 時 に お け る 前 後 方 向 荷 重 は ハ イヒ ール 〉ロ ーヒ ー ル 〉 裸 足 の 順 で 、 蹴

い て は ３ 者 に 有 意 差 は みら れ な い 。 支 持 点 に違 す る時 間 は 。 裸 足 、 ロ ーヒ ー

ル の 順 に 遼 い 。 ハ イヒ ール 着 用 時 は 体 の 重 心 が 前 方 に 傾 く た め 、 踏 み込 み 時

う と す る力 が 最 も 大 き く な り 、 また 、 足 先 が靴 の 中 で お よぐ 状 態 に な る た め

す る 時 間 が 遅く な る と 考 え ら れ る 。(2)踏 み 込 み 時 に おけ る上 下 方 向 荷 重 は ハ

ーヒ ール 〉 裸 足 の 順 と な り 、 支 持 時 に お い て は 裸 足 〉ロ ーヒ ー ル 〉 ハ イヒ ー

時 に お い て は ハ イヒ ール ＝ ロ ーヒ ール 〉 裸足 の 順 とな る 。 ハ イヒ ー ル 着 用 時

し て いる 分 、重 心 の 加 速 度 が 加 わ り 、 更 に 硬い 靴 底 が 荷重 を 吸 収し にく い た

時 の 荷重 が 大き く な る 、 ま た 、 高 いヒ ール の 影 響で 前 進 し よ う と す る 負 担 が

た め 支 持時 の 負 担 が 小 さ く な る と 考 え ら れ る 。(3) ハ イ ヒ ール 着 用 時 の 歩 行 の

ム は 裸 足、 ロ ーヒ ー ル と 比 べ て 爪 先 と 蹟 の 振 幅 が 小さ く 、 ま た 、 股 関 節 が 広

が り が 大き く な り 、 ス リ 足 で 歩 く 傾 向 が みら れ る 。

D 100　　 動 作 に よ る 下 肢 形 状 の 変 化 に 関 す る 基 礎 研 究

一一 動 作 解 析 装 置 を 使 用し て 一一

実 践 女 大 家 政　 ○ 松 岡 久 美 子　 安 藤 興 奈 美　 平 岡 和 香 子

（ 目 的 ） 動 作 に よ る 下 肢 形 状の 変 化 に 関 する 研 究 は 、 そ の多 く が 石 膏 包 帯 法 を 用 い て 、人

体 の 体表 面 の 伸 縮 量 の 変 化 、 ま た体 表 面 展開 図 か ら の形 状変 化 とし て 捉 え て い る.    い ず れ

も 静 止状 態 で の 結 果 報 告 で あ る ．本 報 告 で は ． 動 作 解 析 装 置 を 使 用 し て 立 位 正 常 姿 勢 か ら

計測 動 作 ま で を 段 階 的 に 計測 し 、計 測 結 果 か ら 動 作 の 段階 的 な 特 性 を 捉 え る 事 が で き る か、

ま たそ の 特 性 と 下 肢 形 状 の変 化 には ど の よ う な 関 係 があ る か 検 討し た ．

（ 方 法 ） 被 験 者 は2   3 才 成 人 女 子１ 名 と し た ． 計 測 動作 は 歩 行(- 歩 前 、 後ろ ） 、 ス テ ッ

プ 、 椅子 座 位． 前 屑. し ゃ が む の ６ 動 作 と し た． 計 測 部位 は、 ウェ スト. 腹 部 前突 、 殿 部

後突、 殿 溝、 膝 蓋 骨 中 点、 外 果 点 と し た.  ≪･動 作 を ５ 回 ずつ 計 測し 、 計 測 部位 の 軌 跡 、 水

平、 上 下 方 向 の 変 位 量 、 殿 溝～ 膝 蓋 骨 中 点 ～ 外 果 点 の作 る 角 度（ 膝 屈 曲 角）. ス テ ィ ッ ク

ピ クチ ャ ー を求 め た． こ れ ら の 結 果 か ら 、 計 測 動 作 の段 階 的 な 特 性 を 検 討し た．

( 結 果) ス テ ッ プ 動 作 に 伴う 変 化 は 殿 溝 前. 麟 蓋 骨 中点. 外 果 点 に 認 め ら れ た． 膝 の 屈 曲

に よ る 鼠 径 溝 の 収 縮 に 伴 い、 殿 溝 位 は 鼠径 溝 に 食い 込 み、 膝 蓋 骨 中点 は 鼠

径 溝 に 向 か う 弧 の 軌 跡 を 描 く ． 外 果 点は 膝 蓋 骨 中点 が 最 大屈 曲し た位 置 か

ら ス テ ッ プ に む かっ て 軌嚇 i: 描 く. 軌 跡 の 変 位 量 は. m 屈 曲 角 に相 関 があ

り 、 膝 蓋 骨 中 点 は 水 平 、 上 下､方 向 に, 外 果 点 は上 下 方 向 に 高い 負 の 相 関 を

示 す ． 腰 部 は ウ ェ スト 、 ヒ ッ プ 、 殿 溝の 各 水 平 位 が、 ほ ぽ同 様 の軌 跡 を 示

し 、 ステ ッ プ 助 作 に よ る 形 状 変 化 は 認め ら れ な い. 上 下 方 向 の変 位a 最 大
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‾・ 約７．．１,あり．Ｘ テ ．プ助 作は膿角・ 変化助 作・ あＳ こ七 が確露 出来 た．


